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q
賃
金
補
て
ん
と
障
害
基
礎
年

金
の
関
係
等
も
懸
案
と
し
て
あ
が

っ
て
い
る
が
、
障
が
い
者
へ
の
就

労
の
新
た
な
選
択
肢
の
提
供
と
社

会
的
コ
ス
ト
の
削
減
も
可
能
で
あ

る
、
障
が
い
者
の
社
会
的
雇
用
制

度
の
導
入
を
。
w
障
が
い
者
と
健

常
者
が
と
も
に
芸
術
を
表
現
で
き

る
場
と
し
て
、
障
が
い
者
芸
術
祭

仮
称
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
フ
ェ
ス
タ

の
開
催
を
提
案
す
る
。
こ
れ
ま
で

の
啓
発
事
業
の
取
り
組
み
状
況
も

含
め
、
見
解
は
。

区
長

q
財
政
面
を
は
じ
め
多

く
の
課
題
が
あ
る
。
国
の
動
向
を

見
守
り
つ
つ
、
現
在
実
施
し
て
い

る
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
就
労
移

行
事
業
と
の
連
携
を
強
化
し
、
就

労
の
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
く
。

w
障
害
者
の
芸
術
的
才
能
は
発
表

や
展
示
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、

生
き
る
励
み
や
区
民
の
理
解
を
深

め
る
き
っ
か
け
に
な
る
。
現
在
、

ふ
く
し
ま
つ
り
な
ど
で
発
表
の
場

を
設
け
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
見

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
会
の
拡

大
を
考
え
て
い
く
。

て
の
所
見
は
。

教
育
次
長

q
学
校
以
外
で
も

実
践
で
き
る
よ
う
学
習
内
容
を
保

護
者
に
周
知
し
、
家
庭
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
る
。
w
地
域
人
材
の

活
用
や
市
民
科
授
業
地
区
公
開
講

座
の
周
知
の
徹
底
な
ど
、
地
域
と

と
も
に
考
え
る
機
会
を
充
実
し
、

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
。
e
3
e
品
川
区

小
中
一
貫
教
育
要
領
で
基
準
を
示

し
て
お
り
、
書
く
力
等
の
育
成
に

重
点
を
置
い
て
い
る
。
4
故
事
成

語
等
は
、
区
独
自
の
副
教
材
で
着

実
に
習
得
さ
せ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

q
市
民
科
教
科
書
に
は
、
ま
ち

の
伝
統
文
化
や
日
本
文
化
を
守
る

な
ど
の
単
元
が
あ
り
、
新
学
習
指

導
要
領
の
理
念
が
ま
と
ま
っ
て
い

る
と
い
え
る
。
市
民
科
教
育
で
効

果
を
上
げ
る
た
め
に
は
反
復
が
必

要
と
な
る
と
思
う
が
、
取
り
組
み

は
。
w
市
民
科
教
育
の
理
念
は
、

社
会
全
般
で
の
再
認
識
と
地
域
で

の
展
開
が
望
ま
し
い
が
、
考
え
は
。

e
国
語
力
向
上
に
つ
い
て
3
特
化

し
た
仕
組
み
を
検
討
し
て
は
。

e
現
状
の
基
準
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

な
ど
は
。
4
言
葉
の
学
び
に
つ
い

に
な
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て

学
習
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。

品
川
区
の
評
価
と
取
り
組
み

に
つ
い
て

q
区
の
財
政
状
況
は
。
w
区
民

人
口
の
動
向
は
。
e
品
川
区
全
体

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
域
エ
リ
ア
に
お

け
る
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
構
想

等
は
。
r
協
働
の
イ
メ
ー
ジ
は
。

t
協
働
推
進
事
業
の
成
長
過
程
へ

の
支
援
等
は
。
y
受
益
者
負
担
の

基
本
方
針
と
主
な
仕
組
み
等
は
。

u
事
業
評
価
に
つ
い
て
3
現
在
の

各
事
業
へ
の
評
価
と
反
映
の
取
り

組
み
は
。
e
発
展
的
な
企
画
や
建

設
的
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
よ
る

取
り
組
み
な
ど
へ
の
、
加
点
方
式

に
よ
る
仕
組
み
や
事
例
は
。

区
長

q
財
政
健
全
度
を
示
す

指
標
は
23
区
平
均
を
上
回
り
、
全

国
的
に
も
良
好
な
水
準
な
ど
だ
。

w
増
加
傾
向
だ
が
平
成
32
年
を
境

に
減
少
に
転
じ
る
な
ど
だ
。
e
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
と
災
害
に

強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
め
ざ
す
。
r
町
会
・
自
治
会
等

と
区
が
連
携
・
協
力
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
も
の
だ
。
t
団
体

同
士
が
協
働
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
な
ど
だ
。
y
負
担
の
公
平
を
図

る
こ
と
が
重
要
だ
。
バ
ラ
ン
ス
が

保
た
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、

適
宜
見
直
し
を
行
う
。
u
3
平
成

22
年
度
Ｃ
評
価
と
し
た
83
の
事
業

に
つ
い
て
、
経
費
を
削
減
し
た
な

ど
だ
。
e
基
準
は
な
い
が
独
自
性

な
ど
の
視
点
を
加
味
し
評
価
す
る
。

地
域
資
源
活
用
に
よ
る
町
会
、

商
業
・
観
光
支
援
に
つ
い
て

q
都
市
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
の

考
え
方
や
区
の
特
徴
と
取
り
組
み

は
。
w
人
的
資
源
へ
の
投
資
に
つ

い
て
の
考
え
は
。
e
バ
ル
事
業
に

つ
い
て
3
評
価
は
。
e
維
持
と
継

続
性
を
踏
ま
え
た
支
援
は
。
r
品

川
い
い
も
の
巡
り
に
つ
い
て
3
当

初
の
事
業
目
的
へ
の
評
価
と
、
相

乗
効
果
や
波
及
効
果
の
分
析
は
。

e
出
張
展
開
し
、
品
川
区
を
各
地

で
発
信
す
る
仕
組
み
も
有
効
で
は
。

t
町
会
に
つ
い
て
3
未
加
入
の
状

況
と
理
由
は
。
e
重
要
性
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
4
現
在
の
支

援
と
今
後
の
支
援
展
開
は
。

地
域
振
興
事
業
部
長

q
全
国

に
先
駆
け
た
施
策
等
が
品
川
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
を
形
づ
く
る
。
可
能

性
を
発
掘
し
発
信
す
る
こ
と
で
価

値
を
高
め
て
い
く
。
w
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
支
援
を
行
う
。
e
3
多
く
の

来
訪
者
が
見
込
め
る
。
e
今
回
の

実
施
状
況
を
検
証
し
た
上
で
支
援

等
を
行
う
。
r
3
個
々
の
商
店
は

販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
大
型

店
は
品
ぞ
ろ
え
の
開
拓
に
つ
な
が

る
な
ど
相
乗
効
果
が
あ
る
。
e
検

討
す
る
。
t
3
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民

の
地
域
へ
の
関
わ
り
な
ど
総
じ
て

弱
く
、
参
加
が
進
ま
な
い
状
況
が

見
ら
れ
る
。
e
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
中
核
的
組
織
だ
。
4
助
成
制

度
等
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
な
る

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

国
際
友
好
と
市
町
村
と
の
交
流

に
つ
い
て

q
災
害
時
の
援
助
協
定
の
3
現

況
は
。
e
都
市
数
を
拡
充
す
べ
き

で
は
。
w
平
時
で
の
分
野
別
の
交

流
を
促
進
し
て
は
。
e
新
た
な
国

際
交
流
都
市
選
定
の
状
況
は
。

地
域
振
興
事
業
部
長

q
3
46

都
市
だ
。
e
地
理
的
関
係
等
を
勘

案
し
検
討
す
る
。
w
検
討
課
題
と

す
る
。
e
区
民
が
成
果
を
実
感
で

き
る
交
流
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

鶴　伸一郎　議員（公明）

生きる喜びと勇気を分かち
合う障がい者施策について

本会議傍聴　浅間台小学校

言
葉
に
学
ぶ
、
日
本
の
良
さ
と

伝
統
文
化
に
つ
い
て

渡
辺
　
裕
一

議
員

（
自
民
）

歩
行
者
・
自
転
車
の
交
通
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

q
平
成
21
年
度
比
で
放
置
自
転

車
が
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
大
井
町

や
大
森
、
武
蔵
小
山
、
中
延
の
各

駅
周
辺
な
ど
の
駐
輪
禁
止
区
域
に
、

子
ど
も
の
絵
に
よ
る
放
置
自
転
車

禁
止
の
路
面
シ
ー
ト
を
設
置
し
て

は
。
w
区
の
既
設
の
自
転
車
レ
ー

ン
設
置
に
よ
る
効
果
は
。
e
歩
行

者
の
安
全
確
保
と
自
転
車
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
観
点
か
ら
も
、
自
転

車
レ
ー
ン
の
積
極
的
な
設
置
促
進

を
求
め
る
が
、
所
見
は
。
r
全
世

代
を
対
象
に
自
転
車
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
学
べ
る
3
自
転
車
交
通

ル
ー
ル
教
室
の
開
催
を
。
e
区
独

自
の
啓
発
チ
ラ
シ
等
の
作
成
と
配

布
を
。

都
市
環
境
事
業
部
長

q
交
通

管
理
者
で
あ
る
警
視
庁
ほ
か
関
係

機
関
と
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て

協
議
を
し
て
い
く
。
w
立
会
道
路

を
平
成
21
年
度
に
整
備
し
た
な
ど

だ
。
安
全
性
や
快
適
性
の
効
果
は

あ
っ
た
が
、
利
用
上
の
課
題
も
見

え
た
。
e
都
市
計
画
道
路
な
ど
の

新
規
整
備
路
線
や
道
路
拡
幅
事
業

を
行
う
道
路
に
設
置
を
検
討
し
て

い
く
。
r
3
全
世
代
を
対
象
と
し

た
教
室
の
実
施
と
あ
わ
せ
、
年
齢

層
ご
と
の
安
全
教
育
等
の
諸
対
策

を
推
進
す
る
。
e
チ
ラ
シ
等
広
報

媒
体
を
有
効
に
活
用
し
、
交
通
事

故
の
減
少
に
努
め
る
。

図
上
型
防
災
訓
練
の
充
実

に
つ
い
て

q
待
機
寮
職
員
訓
練
の
ひ
と
つ

に
防
災
教
育
教
材
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

も
採
用
さ
れ
、
平
成
23
年
度
か
ら

新
た
に
防
災
区
民
組
織
を
対
象
に

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
実

施
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
Ｈ

Ｕ
Ｇ
を
区
職
員
と
防
災
区
民
組
織

が
と
も
に
体
験
で
き
る
よ
う
、
実

施
対
象
の
拡
大
を
。
w
災
害
時
イ

ン
フ
ラ
が
停
止
し
、
不
自
由
な
中

で
も
自
宅
で
生
活
し
て
い
く
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
お

け
ば
よ
い
の
か
な
ど
を
確
認
で
き

る
図
上
型
防
災
訓
練
、
家
庭
内
Ｄ

Ｉ
Ｇ
を
作
成
し
、
配
布
を
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
と
Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
両

訓
練
と
も
災
害
時
の
事
象
を
想
定

し
て
判
断
力
を
養
う
有
効
な
ツ
ー

ル
だ
。
防
災
区
民
組
織
向
け
の
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修
に
取
り
入

れ
、
職
員
も
参
加
し
て
対
象
者
を

拡
大
す
る
な
ど
、
検
討
を
行
う
。

w
現
在
、
わ
が
家
の
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
改
訂
配
布
を
考
え
て
お

り
、
そ
の
中
で
家
庭
内
Ｄ
Ｉ
Ｇ
の

掲
載
も
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
広
告
媒
体
の
活
用
に
よ
る

歳
入
確
保
施
策
に
つ
い
て

q
特
別
区
民
税
を
は
じ
め
と
す

る
税
金
以
外
の
歳
入
確
保
は
行
政

運
営
上
、
極
め
て
重
要
な
歳
入
の

柱
だ
。
歳
入
増
と
広
報
発
行
関
連

経
費
削
減
の
観
点
か
ら
も
、
広
告

媒
体
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
も
の

は
積
極
的
に
活
用
す
る
べ
き
だ
。

新
た
な
歳
入
確
保
施
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
区
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

へ
の
広
告
掲
載
を
。

企
画
部
長

q
受
信
媒
体
が
携

帯
電
話
の
場
合
、
広
告
と
し
て
掲

載
で
き
る
内
容
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

限
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
登
録
者
が

現
時
点
で
約
３
千
500
人
で
あ
り
、

広
告
掲
載
の
効
果
や
広
告
主
の
応

募
を
ど
の
程
度
見
込
め
る
か
、
十

分
見
き
わ
め
る
必
要
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
課
題
も
含
め
、
今
後
必
要

な
調
査
検
討
を
行
っ
て
い
く
。


